
４第２９号議案

令和５年度愛知県立特別支援学校幼稚部及び高等部入学者募集に

ついて

このことについて、募集計画を策定し、入学者の募集を実施したいので、別

添案を添えて請議します。

令和４年１０月１７日提出

教育長 飯 田 靖  

説 明

この案を提出するのは、令和５年度愛知県立特別支援学校幼稚部及び高等

部入学者選考を実施するに当たって、入学者募集要項を定める必要があるか

らである。



別 紙 案

令和５年度愛知県立特別支援学校幼稚部及び高等部入学者を次のとおり募集します。

令和４年１０月１７日

愛知県教育委員会 
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令和５年度愛知県立特別支援学校幼稚部及び高等部入学者募集計画（案） 

１ 令和５年度公立特別支援学校の学級編制基準（案）

区  分 １学級の幼児・児童・生徒数 備     考

幼
稚
部

通 常 の
学 級

約５人
 引き続く二の年齢の幼児の数の合計数が４人
以下の場合には、複式の学級編制を行う。

重複障害
学  級

３人
引き続く二の年齢の幼児の数の合計数が２人

以下の場合には、原則として複式の学級編制を
行う。

高

等

部

本

科

通常
の
学級

高等部１～３年 約８人

(1) 引き続く二の学年の生徒の数の合計数が５
人以下の場合には、原則として複式の学級編
制を行う。 

(2) 高等特別支援学校、校舎においては、８人
として学級編制を行う。 

重複

障害

学級

３人

(1) 中学部第３学年の重複障害学級該当生徒数
に応じて学級編制を行う。 

(2) 引き続く二の学年の生徒の数の合計数が２
人以下の場合には、原則として複式の学級編
制を行う。 

訪問
教育
学級

３人
 高等部１年から３年までの生徒数を合計した
人数を基礎として、学級編制を行う。 

専
攻
科

専攻科１～３年 約８人
引き続く二の学年の生徒の数の合計数が５人

以下の場合には、原則として複式の学級編制を
行う。 

小

・

中

学

部

通 常 の

学 級

小学部１～６年

中学部１～３年

６人

(1) 小学部の通常の学級においては、３・４年
又は５・６年の児童の数の合計数が４人以下
の場合には、原則として複式の学級編制を行
う。 

(2) 中学部の通常の学級においては、引き続く
二の学年の生徒の数の合計数が４人以下の場
合には、原則として複式の学級編制を行う。 

(3) 重複障害学級においては、小学部は、児童
数の合計した人数を、中学部は、生徒数の合
計した人数をそれぞれ基礎として学級編制を
行う。 

(4) 施設内教育学級及び訪問教育学級において
は、小学部の児童数と中学部の生徒数を合計
した人数を基礎として学級編制を行う。 

重複障害
学  級

３人

施設内教
育、訪問教
育学級

３人
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２ 幼稚部募集学級数 

区   分 令和５年度 令和４年度 比較増減 備    考 

盲学校 

校

２ 

通常の学級 
学級

 ３ 
学級

 ４ 
学級

▲１ 
減 １学級 
岡崎盲   ２学級→１学級 

重複障害学級  ２     ２ 
増 ２学級 
 名古屋盲  ０学級→１学級 
 岡崎盲   ０学級→１学級 

聾学校 ５ 

通常の学級 １８ １７ １ 

増 ４学級 
ひがしうら校舎  ０学級→３学級 
岡崎聾   ４学級→５学級 

減 ３学級 
 千種聾   ７学級→５学級 
 豊橋聾   ３学級→２学級 

重複障害学級  ６  ６ 

増 ６学級 
千種聾   ０学級→２学級
ひがしうら校舎  ０学級→１学級
豊橋聾   ０学級→１学級 
岡崎聾   ０学級→１学級 
一宮聾   ０学級→１学級 

知肢特別
支援学校

２ 
通常の学級  １  ４ ▲３ 

減 ３学級 
 一宮特支  ３学級→０学級 

重複障害学級  ４  ４ 
増 ４学級 
 一宮特支  ０学級→４学級 

計 ９  ３４ ２５ ９ 

※ 聾学校５校に分校１（千種聾学校ひがしうら校舎）を含む。 

［幼稚部学校別募集学級数］ 

学 校 名
募 集 
学級数 

対前年度 
比較増減 

学校名 
募 集 
学級数 

対前年度 
比較増減 

学 校 名 
募 集 
学級数 

対前年度 
比較増減 

名古屋盲
３学級 

(含む重複１)
１ 千種聾 

７学級 
(含む重複２)

 ０ 
春日台特支 
（知的障害） 

１学級  ０ 

岡 崎 盲
２ 

(含む重複１)
０ ひがしうら校舎

４ 
(含む重複１)

 ４ 

小  計
５ 

(含む重複２)
１ 豊橋聾 

３ 
(含む重複１)

 ０ 
一宮特支  

（肢体不自由）
４ 

(含む重複４)
 １ 

岡崎聾 
６ 

(含む重複１)
 ２ 

一宮聾 
４ 

(含む重複１)
 １ 小   計 

５ 
(含む重複４)

 １ 

小 計 
２４ 

(含む重複６)
 ７ 計 

３４ 
(含む重複１２)

 ９ 
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３ 高等部募集学級数 

区   分 令和５年度 令和４年度 比較増減 備    考 

盲 学 校 

校

２ 
本
科

通常の学級 
学級

４ 
学級

４ 
学級

０ 
重複障害 
学級 

２ １ １ 
増 １学級
 岡崎盲  ０学級→１学級 

専攻科 ３ ３ ０ 

聾 学 校 ４ 
本
科

通常の学級 ７ ８ ▲１ 
減 １学級 
 岡崎聾  ２学級→１学級 

重複障害 
学級 

４ ３ １ 
増 １学級 
一宮聾   ０学級→１学級 

専 攻 科 ４ ４ ０  

知肢病 

特別支援 

学校 

２４

※ 

通 常 の 
学 級 

１０８ １０８ ０ 

増 ５学級
 みあい特支 ５学級→６学級 
豊川特支  ８学級→９学級 
安城特支  ６学級→７学級 
 三好特支  ７学級→８学級 
 にしお特支 ５学級→６学級 
減 ５学級 
一宮東特支 ９学級→８学級 
瀬戸つばき ７学級→６学級 
春日台特支 ６学級→５学級 
大府もちのき ７学級→６学級 
小牧特支  ２学級→１学級 

重複障害 

学 級 
３８ ３９ ▲１ 

増 ５学級
 みあい特支 １学級→２学級 
 港特支   ５学級→６学級 

ひいらぎ特支 １学級→２学級 
 にしお特支 ３学級→４学級 
 大府特支  ０学級→１学級 
減 ６学級 
 一宮東特支 １学級→０学級 
 春日台特支 ２学級→０学級 
 名古屋特支 ５学級→４学級 
 豊橋特支  ４学級→３学級 
 一宮特支  ４学級→３学級 

訪問教育 
の 学 級 

６ ５ １ 

増 ３学級
 岡崎特支  ０学級→１学級 
 一宮特支  ０学級→１学級 
 にしお特支 ０学級→１学級 
減 ２学級 
 小牧特支  ２学級→０学級 

知肢病特支計 １５２ １５２ ０ 

計 ３０

本  科 １６９ １６８ １ 

専 攻 科 ７ ７ ０ 

計 １７６ １７５ １ 

※ 特別支援学校２４校に分校２（豊川特別支援学校本宮校舎、大府もちのき特別支援学校桃花校舎）を含む。 
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〔高等部学校別募集学級数〕                         

学 校 名 学 科 名 募集学級数 
対前年度 
比較増減 

学 校 名 学科名 募集学級数 
対前年度 
比較増減 

名古屋盲 

普 通 科 
２学級 

(含む重複１)
 ０ 

み あ い 特 支
(知的障害) 

普通科 
８学級 

(含む重複２) 
  ２ 

保健理療科 １  ０ 一 宮 東 特 支
（同） 

普通科 ８ ▲２ 専
攻
科

理療科 １  ０ 

保健理療科 １  ０ 瀬戸つばき特支
（同） 

普通科 
７ 

(含む重複１)
▲１ 

岡 崎 盲 
普 通 科 

２学級 
(含む重複１)

 １ 
半 田 特 支

（同） 
普通科 

７ 
(含む重複１)

 ０ 
保健理療科 １  ０ 

専攻科 理療科 １  ０ 春 日 台 特 支
（同） 

普通科 ５ ▲３ 

名古屋聾 

普 通 科 
２ 

(含む重複１) 
 ０ 

豊 川 特 支
（同） 

普通科 
１０ 

(含む重複１) 
 １ 

生活デザイン科 １  ０ 
インテリア科 １  ０ 豊川特支本宮

校舎（同） 
普通科 ３  ０ 

機械制御科 １  ０ 

専 
攻 
科 

情報ビジネス科 １  ０ 安 城 特 支
（同） 

普通科 
８ 

(含む重複１)
 １ 

生活デザイン科 １  ０ 

インテリア科 １  ０ いなざわ特支
（同） 

普通科 
７ 

(含む重複１)
 ０ 

機械制御科 １  ０ 

豊 橋 聾 普 通 科 
２ 

(含む重複１)
 ０ 

大府もちのき特支
（同） 

普通科 
７ 

(含む重複１)
▲１ 

岡 崎 聾 普 通 科 
２ 

(含む重複１)
▲１ 

大府もちのき特支
桃花校舎（同） 

普通科 ３  ０ 

一 宮 聾 普 通 科 
２ 

(含む重複１)
 １ 

佐 織 特 支
（同） 

普通科 
７ 

(含む重複１)
 ０ 

小   計 
２４ 

(含む重複６)
 １ 

三 好 特 支
（同） 

普通科 
１０ 

(含む重複２) 
 １ 

春日井高等特支
（同） 

産業科 ６  ０ 

豊田高等特支
（同） 

産業科 ６  ０ 

名 古 屋 特 支
（肢体不自由）

普通科 
６ 

(含む重複４･訪問１) ▲１ 

高等部訪問教育の学級（再掲）
港 特 支

（同） 

普通科 
８ 

(含む重複６･訪問１) 
 １ 

学 校 名 
（高 等 部）

募 集 
学級数

対前年度 
比較増減

商業科 １  ０ 

名古屋特支（肢体不自由） １  ０ 
豊 橋 特 支

（同） 
普通科 

７ 
(含む重複３･訪問１) 

▲１ 

港 特 支（肢体不自由） １  ０ 
岡 崎 特 支

（同） 
普通科 

４ 
(含む重複２・訪問１) 

 １ 

豊 橋 特 支 （肢体不自由） １  ０ 
一 宮 特 支

（同） 
普通科 

５ 
(含む重複３・訪問１)

 ０ 

岡 崎 特 支 （肢体不自由） １  １ 
ひいらぎ特支

（同） 
普通科 

３ 
(含む重複２) 

 １ 

一 宮 特 支 （肢体不自由） １  １ 
小 牧 特 支

（同） 
普通科 

３ 
(含む重複２) 

▲３ 

ひいらぎ特支（肢体不自由） ０  ０ 
に し お 特 支
（知肢併置）

普通科 
１１ 

(含む重複４・訪問１)
 ３ 

小 牧 特 支 （肢体不自由） ０ ▲２ 
大 府 特 支
（ 病 弱 ）

普通科 
２ 

(含む重複１)
 １ 

にしお特支（知肢併置） １  １ 小  計 
１５２ 

(含む重複３８･訪問６)
 ０ 

計 ６  １ 計 
１７６ 

(含む重複４４･訪問６)
 １ 
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（参考） 市立特別支援学校募集学級数 

     〔高 等 部〕 

学  校  名 学 科 名 
募   集 
学 級 数 

対前年度 
比較増減 

名古屋市立西養護 
（知的障害） 

普通科 
９ 

（含む重複１） 
 ２ 

名古屋市立南養護 
（知的障害） 

普通科 
１３ 

（含む重複１） 
 １ 

名古屋市立天白養護 
（知的障害） 

普通科 
７ 

（含む重複１） 
 ３ 

名古屋市立守山養護 
（知的障害） 

普 通 科 
９ 

（含む重複１） 
 ３ 

産 業 科 ３  ０ 

豊橋市立 
くすのき特別支援 

（知的障害） 

普 通 科 
４ 

（含む重複１） 
▲２ 

産 業 科 １  ０ 

瀬戸市立 
瀬戸特別支援 

光陵校舎 
（肢体不自由） 

普 通 科 
２ 

（含む重複２） 
▲１ 

刈谷市立 
刈谷特別支援 

（肢体不自由） 
普 通 科 

２ 
（含む重複１） 

 ０ 

豊田市立 
豊田特別支援 

（肢体不自由） 
普 通 科 

２ 
（含む重複１） 

▲１ 

計 
５２ 

（含む重複９） 
５ 

５ 県立千種聾学校ひがしうら校舎の開校について 

  令和５年４月、知多地区から聾学校へ通学する幼稚部・小学部の幼児児童の長時間通学の解消を図る

ため、県立東浦高等学校の敷地内に、幼稚部・小学部を対象とした、千種聾学校の分校が開校する。 

(1) 設置場所：知多郡東浦町（県立東浦高等学校内） 

(2) 開校時期：令和５年４月 

(3) 設置部：幼稚部、小学部 

(4) 学校規模：開校時は、１１学級、４２人程度を想定 

 (5) 通学区域：知多地区５市５町 

       （半田市、常滑市、東海市、大府市、知多市、阿久比町、東浦町、南知多町、美浜町、 

武豊町） 

         ※ 西三河６市（碧南市、刈谷市、安城市、西尾市、知立市、高浜市）については、岡

崎聾学校の通学区域であるが、本人・保護者の希望がある場合、分校への通学も可能

とする。 
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令和５年度愛知県立特別支援学校幼稚部及び高等部の入学者募集要項（案） 

１ 応募資格 

別表１のとおりです。 

２ 募集人員 

別表２のとおりです。 

３ 入学願書等 

(1) 入学願書等の交付 

入学願書及び志願先の校長が必要と認める書類は、志願先の学校において交付します。 

(2) 受付期間  

令和５年２月３日(金) から令和５年２月９日(木) まで〔高等特別支援学校及び豊川特別支援

学校本宮校舎、大府もちのき特別支援学校桃花校舎（以下「本宮校舎」、「桃花校舎」といいます。）

については、令和５年１月１０日(火) から令和５年１月１６日(月)まで〕の午前９時から午後４

時まで（ただし、土曜日、日曜日を除く）。

(3) 受付場所 

志願先の学校 

４ 入学者の選考 

(1) 選考内容

区 分 選 考 内 容 

幼稚部 

 ア 観察及び検査（知能、運動機能、身辺自立、障害の程度等） 

 イ 保護者との面接 

 ウ 健康診断 

 エ  その他校長が必要と認める事項 

高等部 

 ア 学力検査 

 イ 面接 

 ウ 健康診断 

 エ  その他校長が必要と認める事項 

（注） 学力検査及び健康診断については、校長が必要ないと認めるときは実施しませ

ん。 

(2)  選考期日 

       令和５年２月１６日(木) 

       ただし、高等特別支援学校及び本宮校舎、桃花校舎については令和５年１月２６日(木)です。 

  (3)  選考会場

入学願書等を提出した学校

５ 選考結果の発表

令和５年２月２４日(金）〔高等特別支援学校及び本宮校舎、桃花校舎については、令和５年２月

２日(木)〕に選考会場の学校において合格者の発表を行うとともに、本人又は保護者に通知します。

６ その他

 (1) 以上のほか、詳細は志願先の学校に問い合わせてください。 

(2) 例年行っている通常の追検査とは別に、新型コロナウイルス感染症にかかる特別の追検査を実

施します。その他、新型コロナウイルス感染症にかかる対応については、志願先の学校に問い合

わせてください。 

  (3)  高等部訪問教育については、関係の校長に別途通知します。
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別 表 １

学校種別 部・科 修業年限 応   募   資   格

盲 学 校

幼 稚 部

満３歳児 ３年

満４歳児 ２年

満５歳児 １年

視覚障害者で、満３歳児、満４歳児又は満５歳児

高

等

部

本 科 ３   年

視覚障害者で、特別支援学校の中学部若しくは中学

校を卒業したもの又はこれと同等以上の学力があ

ると認められるもの

専攻科 ３   年

視覚障害者で、特別支援学校の高等部若しくは高等

学校を卒業したもの又はこれと同等以上の学力が

あると認められるもの

聾 学 校

幼 稚 部

満３歳児 ３年

満４歳児 ２年

満５歳児 １年

聴覚障害者で、満３歳児、満４歳児又は満５歳児

高

等

部

本 科 ３   年

聴覚障害者で、特別支援学校の中学部若しくは中学

校を卒業したもの又はこれと同等以上の学力があ

ると認められるもの

専攻科 ２   年

聴覚障害者で、特別支援学校の高等部若しくは高等

学校を卒業したもの又はこれと同等以上の学力が

あると認められるもの

知 的 障 害

特別支援学校

幼 稚 部
満４歳児 ２年

満５歳児 １年
知的障害者で、満４歳児又は満５歳児

高 等 部 ３   年

知的障害者で、特別支援学校の中学部若しくは中学

校を卒業したもの又はこれと同等以上の学力があ

ると認められるもの。ただし、高等特別支援学校及

び桃花校舎、本宮校舎については、知的障害の程度

が比較的軽いもので、特別支援学校の中学部若しく

は中学校を卒業したもの又はこれと同等以上の学

力があると認められるもの

肢体不自由

特別支援学校

幼 稚 部
満４歳児 ２年

満５歳児 １年
肢体不自由者で、満４歳児又は満５歳児

高 等 部 ３   年

肢体不自由者で、特別支援学校の中学部若しくは中

学校を卒業したもの又はこれと同等以上の学力が

あると認められるもの

病  弱

特別支援学校
高 等 部 ３   年

病弱者（身体虚弱者を含みます。）で、特別支援学

校の中学部若しくは中学校を卒業したもの又はこ

れと同等以上の学力があると認められるもの

備 考  応募資格中「卒業したもの」には「令和５年３月卒業見込者」を含みます。



年齢区分 募　集　人　員

３　歳　児 約８人

同 岡 崎 盲 学 校 ３　歳　児 ０人

同 千 種 聾
ろう

学 校 ３　歳　児 約１３人

同
千 種 聾

ろう

学 校

ひ が し う ら 校 舎
３　歳　児 約５人

同 豊 橋 聾
ろう

学 校 ３　歳　児 約５人

同 岡 崎 聾
ろう

学 校 ３　歳　児 約５人

同 一 宮 聾
ろう

学 校 ３　歳　児 約８人

同 春日台特別支援学校

同 一宮特別支援学校

約５０人

備　考　　盲学校及び聾
ろう

学校の４歳児、５歳児並びに特別支援学校の

　　　　５歳児募集については若干人とします。

別　表　２

０人

約６人

１　幼　稚　部

合　　　計

４　歳　児

４　歳　児
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愛 知 県 立 名 古 屋 盲 学 校

学　　校　　名

（知的障害教育）

（肢体不自由教育）



２　高　等　部

学　校　名 科 学科 募集人員 学　校　名 科 学科 募集人員

普通科 約11人 　（同）

保健理療科 約8人 同　いなざわ特別支援学校

理療科 約8人 　（同）

保健理療科 約8人 同　大府もちのき特別支援学校

普通科 約11人 　（同）

保健理療科 約8人
同　大府もちのき特別支援

桃花校舎

専攻科 理療科 約8人 　（同）

約62人 同　　　佐織特別支援学校

普通科 約11人 　（同）

生活デザイン科 約8人 同　　　三好特別支援学校

インテリア科 約8人 　（同）

機械制御科 約8人 同　春日井高等特別支援学校

情報ビジネス科 約8人 　（同）

生活デザイン科 約8人 同　豊田高等特別支援学校

インテリア科 約8人 約761人

機械制御科 約8人 　（肢体不自由教育）

　同　　　豊橋聾学校
ろう

本 科 普通科 約11人 同　　名古屋特別支援学校

　同　　　岡崎聾学校
ろう

本 科 普通科 約11人 　（同） 普通科 約29人

　同　　　一宮聾学校
ろう

本 科 普通科 約11人 同　　　港　特別支援学校 商業科 約8人

約100人 　（同）

　（知的障害教育） 同　　　豊橋特別支援学校

同　みあい特別支援学校 　（同）

　（同） 同　　　岡崎特別支援学校

同　一宮東特別支援学校 　（同）

　（同） 同　　　一宮特別支援学校

同　瀬戸つばき特別支援学校 　（同）

　（同） 同　ひいらぎ特別支援学校

同　　半田特別支援学校 　（同）

　（同） 同　　　小牧特別支援学校

同　春日台特別支援学校 約161人

　（同） 　（知肢併置）

同　　豊川特別支援学校 同　　　にしお特別支援学校

　（同） 約63人

同　豊川特別支援本宮校舎 　（病弱教育）

　（同） 同　　　大府特別支援学校

同　　　安城特別支援学校 約11人

約1158人

本科 普通科 約59人
小　　　　　　計

本 科 普通科 24人

本科 普通科

本科 普通科

合　　　　　　計

小　　　　　　計

本科 普通科

本科

48人

本科 普通科 約23人

本科 普通科

本科 産業科

約11人

約63人

普通科 約14人

普通科 約14人

普通科

小　　　　　　計

本 科 普通科 約51人

本科

本科

本科

本科

本科

本 科 普通科

本 科 普通科

本 科 普通科

本 科

専攻科

約20人

48人本科 産業科

本科

小　　　　　　計

普通科 約36人

普通科 約17人

普通科

24人

約51人

約70人

本 科

小　　　　　　計

普通科

小　　　　　　計

本 科

専攻科

　同　　名古屋聾
ろう

学校

本 科
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約75人本 科 普通科

約51人

本科 普通科 約51人

本科 普通科

約54人

約64人

約51人

約40人

愛知県立名古屋盲学校

　同　　　岡崎盲学校


